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（土） 消防団辞令交付式

　松浦市消防団辞令交付式が消防本部で行われ、
21 人の新入団員が辞令を受けました。
第 2分団の福田将彦さんが新入団員宣誓を行い、

谷口哲男消防団長が「一日も早く、市民から信頼
される消防団員として活躍されることを大いに期
待いたします」と訓示を述べました。
　今年度より、女性消防隊が分団化し、女性消防
分団（濱本幸子分団長）が発足。消防団員数は
796 人となり、火災や災害などから市民の生命や
財産を守るため、日々訓練を重ねていきます。
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（水） 子どもたちが稚アユを放流

　稚アユの放流が志佐川で行われました。
　稚アユの放流は、子どもたちの体験学習を兼ね
た志佐川の水産資源保護活動の一つとして昭和
63 年より行われています。
今年も稚アユ 5万尾が志佐川に放流され、当

日は、上志佐小学校 2 ～ 4 年生 23 人、上志佐
保育所年長組 8人が参加。子どもたちは、バケ
ツに入れてもらった稚アユをやさしく川へ放し、
「大きくなってね」と声をかけていました。

受 賞 絵画の部で優秀賞を受賞！

　山口隼
しゅんや

弥さん（御厨小学校 5年）が令和 3年
の夏休みに募集された「誰かと食べるっておいし
いね！楽しいね！」（共食作品）※ 1の絵画の部
において、優秀賞を受賞しました。
　「絵を見てくれた人も一緒に想像してほしい」
と将来の自分の家族が描かれた作品には、「こん
なふうにかっこよくなりたい」と父・裕次郎さん
をモチーフに描いた将来の自分と、笑顔いっぱい
の奥さん・娘さんが描かれています。

※ 1　県が、家族などと一緒に食事をとる「共食」機会
の啓発につなげることを目的として標語、写真、絵画の
3部門を毎年募集しているもの

講師へへ感謝状と記念品を贈呈
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（水） 潜水班発足に尽力

消防本部は、「松浦市消防本部潜水班」の発足
に多大なる貢献とご尽力をいただいた西浦千利さ
んへ感謝状と記念品を贈呈しました。
　西浦さんには、「松浦市消防本部潜水班」発足
に向けて、平成 29 年度から令和 3年度までの 5
年間にわたり潜水隊員の育成のため、四季を問わ
ず潜水未経験の 16 人の隊員を、水難事故におけ
る救助活動ができるまでご指導いただきました。

将来の奥さん（左）
こども（上）を描きました！
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（月） 手洗い練習グッズを寄贈

　長崎市で印鑑・印刷店を営む調川町出身の田中
健太郎さんが、手洗い練習のためのスタンプ「お
ててポン」100 個を市内保育・子育て支援施設へ
寄贈しました。
　この製品は、手のひらにスタンプした印影を市
販の石けんでしっかり洗い落とすことで、楽しみ
ながら手洗いの練習ができるもので、コロナ禍の
中、奮闘されている施設の皆さんの感染予防対策
の助けになれば」との思いで贈呈されました。
　当日は、田中さんの出身地にあるつきっこ保育
園で贈呈式が行われ、スタンプを使った子どもた
ちは、印影が消えるまで楽しみながら手を洗って
いました。

松松浦商商工会会議所（稲沢文員会頭）
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（土） ものづくりの最前線を見学

　志佐町白浜免にて建設中の「西九州自動車道松
浦 1号トンネル（仮称）」の建設現場見学会が開
催され、応募した約 160 人の市民が参加しました。
　これは松浦商工会議所ものづくり部会（日高雅
之部会長）が、ものづくりの技術が詰まったトン
ネル工事の現場を生で見てもらい、普段触れるこ
とのない技術について関心をもってもらおうと企
画しました。　
　トンネル坑口で工事の概要説明動画を視聴した
後、工事中のトンネル坑内を見学。トンネル専用
の機械や、作業方法について説明があり、参加者
は、普段は見ることができない巨大な機械やトン
ネルの構造、工事関係者の話に終始釘付けでした。

4 / 2 7
（水） 図書購入費を寄贈

公益社団法人平戸法人会松浦支部（小松英史支部長）
が松浦市立図書館へ寄附金を贈呈しました。
　同支部は地域社会貢献運動の一環として、例年、
道路公園などの清掃活動や小中学生向けの租税教
室、講演活動などを行っています。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、一部の活動が中止。その活動費用を図書購入
費として贈呈されました。

キキンショーメロンまつり
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（木） 松浦の極みフェア！

　「松浦の極みフェア」として、キンショーメロンま
つりが道の駅松浦海のふるさと館で開催されました。
初夏のさわやかなキンショーメロンの甘さを求め

て、販売開始前から多くの来場者が列を作り、準備さ
れた約870ケースが開始から1時間半で完売しました。
　今年は、春先の低温や収穫直前の雨に見舞われた
ものの、糖度が高いキンショーメロンに仕上がり、
来場者からは「甘い香りがする」「今年も楽しみに来
た」との声がありました。糖度が高く、きれいな黄
色のキンショーメロンは、贈答用としても大変喜ば
れています。


